
き

伊奈吉はそこで、
みおぼ ひとかげ

見覚えのある人影を

見つけました。

う

／

Ｘ／

芦
」
一

t
X
'
1

Ｉ
゛
丶

丶－Ｉ

丶 ４、

１
`ヽ曳

－

４
１
″

」
争
’
ｆ

Ｉ
　
　
Ｉ

－

ｊ

皿

．1 Ｓ

丶

゛`ミ ｌ`ア

び ，・

”ｘ Ｊ

`囑

”／

｢

●●●●●●
お や ？

し し

獅 子 が い る ……」



∧
ｙ ―

ｊ

ｊ

／
々

／

そ れ は 昔 、

づ
／

／

／
／

／ づ

／

～

ペ
ブ 匹

へ

良

て

心 心 ぺ ￥

○

Ｉ．’・■

１

－■　・　Ｉ

Ｗ－
－　　　－

－

㎜ ■I　　　㎜
一
亅

＝　　　　　〃

－。-･－●皿 亠



｢今 年 は どうも

様子がお かし い。
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